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坂井会長からのメッセージ！

■史談会の皆様お元気ですか？ 9月中旬以降、朝晩

めっきり過ごし易くなりました。昼間は暑い日もあ

り、湿度の高い日は熱中症にかかりやすいので十分

注意してください。

熱中症で生死をさまよわれた事務局長中村さんも

無事退院され、ウォーキング等リハビリに励んでお

られ、会員の皆さんと活動出来る日を楽しみにして

おられます。

10月 11日に、「有田八十八所札所巡り」が計画さ

れ、久し振りに皆様との活動が再開出来ることは喜

ばしい限りです。

また、九州陶磁文化館では 9 月 23 日から 12月 4
日まで「未来をつなぐ陶芸、伝統工芸のチカラ」が

開催されます。記念講演やトークショーがあります

ので各自参加されることをお薦めします。

また、私たちの念願でもある大橋先生の講座は本

年度の開催は難しいようです。コロナが落ち着くま

で延期が継続されますが、終息を祈りながら待ちま

しょう。

坂井勝也

事務局から

■皆様には大変ご心配をお掛け致しましたが、先月

20 日に退院し後遺症もなく順調に回復しておりま

す。早朝ウォーキングもその日の体調に合わせて、

無理のない範囲で継続しています。

さて、先月の史談会通信を読み返していて、史談

会への皆様向けには意味不明な内容の文章があり恥

じております。病み上がりで文章を書くには少々早

すぎたようです(￣▽￣;) お許し下さい。

■今月 3日よりコロナ感染者情報が従来と変わり、

少々戸惑います。全数把握見直しで医療の現場では

負担軽減で歓迎されているようですが、感染者数は

県内全体の発表のみなので町内での感染状況が分か

らず、若干不安はありますがこれまで通りマスク着

用や手洗いなど徹底しながら感染防止を心掛けまし

ょう。

「有田八十八所札所巡り」を再開！

■コロナ禍で中断していた「有田八十八所札所巡り」

を 10月より再開します。

【実施日時】10月 11日（火）9：00～11：30
【集合場所】山辺田窯跡（陶山社）駐車場

今回は 30番札所（黒牟田）からスタートして、36
番札所（南川原）まで巡る予定です。

※参加者はコロナの感染防止を徹底し、飲み物など

各自持参し熱中症の予防をお願いします。

※札所から札所へは自動車にて移動します。

今回は歩くことが少ないと思いますが、軽装で参

加して下さい。

※時間にゆとりがあれば 37、38番札所も巡ります。

本年度会費（半期分）の納入をお願いします

■本年度会費については、4 月の月例通信にてお知ら

せ致しましたが、半期分￥3000の徴収を行います。

コロナ禍で例会が開催できず、史談会通信を発行し

ながら会の運営を続けていますが、極力出費を抑えて

いますのでご理解ください。

ご足労をおかけしますが、ついでの折に事務所まで

ご持参下さい。宜しくお願いいたします。


